
 

 

１ 学校名 唐津市立納所小学校 

２ 所在地 唐津市肥前町納所丁６８２番地 

３ 校長名 太 田 公 治 

４ 学級数 

 児童生徒数 

   ６学級 

    ９９人 

５ 実施学年 

   児童生徒数 

   ４年 

   １６人 

６ 取組のねらい 

○目の不自由な方の生活を疑似体験することによって、障がいのある方やお年寄

りの立場になって、自分たちの取るべき行動について考える。 

７ 取組の実際 

（１）アイマスク体験[10 月 10 日(金)実施] 

  唐津市福祉協議会より講師を招聘し、点字や点字ブロックのある場所、その

意味についての講話を聞く。その後、児童はアイマスクをつけて歩行をしたり

友達を誘導したりしながら、大変な点や誘導する時に大切なことについて気づ

きや感想を出し合った。 

 

 

 

 

 

（２）盲導犬体験[11 月 6 日(木)実施] 

唐津市で実際に盲導犬と一緒に生活をしている方を講師として招聘し、自身

 の生活や工夫していることについて話を聞く。また、盲導犬養成についてのＤ

 ＶＤや盲導犬との歩行訓練を実際に見て、学んだことを「盲導犬新聞」に 

まとめていった。 

 

 

 

 

８ 取組の成果と課題 

（成果）国語の教科書の単元と関連していたこともあり、学習したことを実際に

体験できたことで、児童の福祉に対する興味関心が高まった。 

（課題）国語だけでなく、各教科やそれ以外の時間との関連をさらに意識しなが

ら取り組む。また、担任だけでは実現できなかった体験だったので、引き続き

福祉協議会や地域と連携を取りながら取り組んでいく必要がある。 
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